
徳島大学 (2011)〉 歯学部 〉 歯学科 [⇒English]

歯科矯正学B講義 1単位 4年 (後期)

Orthodontics 田中栄二 ·教授 /歯学科 歯科矯正学講座 (口腔顎顔面矯正学)，黒田晋吾 ·准教授 /歯学科 歯科矯正学講座 (口腔顎顔面矯正学)

堀内信也 ·助教 (併任) /歯学科 歯科矯正学講座 (口腔顎顔面矯正学)，高田隆 ·非常勤講師 /広島大学

【授業目的】歯科矯正治療を行う上で必要な知識を修得することを目的とする．
【授業概要】顎顔面の成長・発達，歯列や咬合の発育を理解し，正常咬合と不正咬
合について学ぶ．その上で，不正咬合の診断学および治療学を学習する．さ
らに，口唇裂・口蓋裂を伴う患者を含めた先天異常に各種不正咬合や顎変形
症の治療を学ぶ．

【授業形式】講義
【授業方法】講義型式 ビデオ，スライドを適宜用いる
【授業場所】第 4講義室
【授業テーマ】顎顔面の成長発育と不正咬合の治療
【履修上の注意】 1◯受講者は毎回講義前に予習を行い，当日配布されるレジュメを
もとに復習を欠かさず行うこと． 2◯予習帳，復習帳の提出を求めることが
ある．

【到達目標】 (<>内はコアカリ対応)
1.矯正治療の目的と意義を説明できる． <F-4-1)- 1◯>
2.不正咬合の原因，種類，診察，検査，診断，治療
および予防法を説明できる．

<F-4-1)- 4◯>

3.咬合異常と咀嚼障害の原因と診察，検査，診断
および治療方針を説明できる．

<F-2-4)-(8)- 1◯>

4.頭部エックス線撮影の種類及び適応を説明でき
る．

<F-1-2)- 8◯>

5.矯正治療に用いる器材の名称と使い方を説明で
きる．

<F-4-1)- 5◯>

6.矯正装置の種類と使途を説明できる． <F-4-1)- 6◯>
7.矯正治療に必要な力学を説明できる． <F-4-1)- 7◯>
8.矯正治療によって起こる生体の反応を説明でき
る．

<F-4-1)- 8◯>

9.一次口蓋と二次口蓋の発生を説明できる． <F-2-3)- 2◯>
10.口腔・頭蓋・顎顔面領域に症状をきたす主な先
天異常を説明できる．

<F-2-3)- 3◯>

11.口腔・顎顔面領域に症状を現す症候群の種類と
症状を列挙できる．

<F-2-4)-(7)- 5◯>

12.口腔・頭蓋・顎顔面領域の成長・発育異常 (不正
咬合)を説明できる．

<F-2-3)- 4◯>

13.適切な口腔衛生法を指導できる．
14.口唇・口蓋裂の病態と治療方針を説明できる． <F-2-4)-(7)-11◯>
15.顎変形症を概説できる． <F-2-4)-(7)-12◯>

【授業計画】
大項目 中項目 内容 到達目標 担当

1. 治療学 概論 矯正治療の開始時期 2,3,4 田中
2. 〃 矯正用材料 矯正用材料 6 堀内
3. 〃 矯正用器具 矯正用器具 〃 黒田
4. 〃 矯正力と固定 矯正力，固定 7 田中
5. 〃 矯正治療に伴う生体反応 全身的反応，局所的反応 8 高田
6. 〃 〃 歯の移動のメカニズム 〃 田中

7. 〃 矯正治療における抜歯 抜歯の適応症抜歯の選択，連続抜去 2,3,4 〃

8. 〃 矯正装置 マルチブラケット装置，顎外固定装置等 5,6 〃
9. 〃 〃 床矯正装置，機能的矯正装置 等 〃 〃

10. 〃 矯正歯科治療と口腔衛生 矯正歯科治療と口腔衛生 13 黒田
11. 〃 不正咬合の治療 乳歯列期・混合歯列期の治療 2,3,4 田中
12. 〃 〃 永久歯列期の矯正治療 〃 〃
13. 〃 〃 口唇裂・口蓋裂，先天異常者の矯正治療 9,10,11,12,14 〃
14. 〃 〃 外科的矯正治療 15 〃

15. 〃 保定
不正咬合の予防

自然的保定，器械的保定
不正咬合の予防 2,3,4,6 〃

16. まとめ 歯科矯正学の総括 1 〃

【成績評価】講義終了後筆記試験を行い，100点満点で 60点以上を合格とする．
【再試験】行う
【教科書】
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http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/174876/profile-ja.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/179135/profile-ja.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/60398/profile-ja.html


徳島大学 (2011)〉 歯学部 〉 歯学科

�参考書:歯科矯正学，医歯薬出版，2001
�参考書:包括歯科医療対応の矯正歯科治療，東京臨床出版，2005
�参考書:プロフィットの現代歯科矯正学，クインテッセンス出版，1989
�参考書:歯科矯正マニュアル，南山堂，2006

【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217314
【連絡先】
⇒田中 (088-633-7356, etanaka@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスア
ワー: 月火木金17:00∼ 18:00/3F矯正・教授室)

⇒黒田 (kuroda@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー: 月火木金 17
:00-18:00/3F 矯正・第5研究室)

⇒堀内 (088-633-7357, horiu@dent.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー:
月火木金 17:00-18:00/3F 矯正・第1研究室)
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